
日本性科学会「セックス・カウンセラー」，「セックス・セラピスト」

資格認定更新に関する規定

1．日本性科学会は，認定者のレベル保持のため，次の方式により認定更新制を施行する。

2．日本性科学会の認定を受けた者（認定者）は，認定を受けてから5年を経たときに，認定更

新の審査を受けなければ，引き続いて認定者を呼称することはできない。 

 3．認定更新は，資格認定制度委員会が行う。

 4．認定更新は，毎年1回，ニューズレターに公告して行う。この公告には，その年度に更新審

査を受けるべき該当者，ならびに認定更新に必要な提出書類や申請期日を掲載する。

 5．認定更新を希望する者は，公告に従い，所定の書類を添付して認定更新の申請をしなけれ

ばならない。

 6．認定更新は，認定を受けてから5年間に本学会が指定した教育的，学術的企画に参加し，

その所定研修単位を取得したものについて行う。

 1）総単位数は，40単位以上とする。 

 2）上記 1）のうち，20単位以上は日本性科学会の企画したものへの参加により取得したものと

する。また上記 1）の単位数は少なくとも3年以上にわたって取得したものとする。

 7．認定更新に必要な研修単位取得の対象となる企画とその参加単位数

 1）研修単位取得の対象となる企画とその参加単位数

① 日本性科学会が行うもの

イ 学術集会

日本性科学会の学術集会への参加は10単位とする。演者は3単位，共同演者は1単

位加算する。この参加単位は，1日以上の会期の場合，1日の出席でも1回と計算する。

ロ 研修会

日本性科学会のセックス・カウンセリング研修会への参加は10単位とし，演者は3

単位加算する。近畿地区研修会への参加は5単位とし，演者は3単位加算する。1日以

上の会期の場合，1日の出席でも1回と計算する。

ハ 症例研究会

日本性科学会の症例研究会への参加は3単位とする。演者は3単位加算する。

② 日本性科学会以外が行うもの

日本性科学会が指定した下記学会の学術集会または研究会への参加は5単位とする。

演者は2単位加算する。性の健康世界学会（WAS　world association for sexual health），

アジア・オセアニア性科学会（AOFS　Asia Oceania Fedelation of Sexology），日本性機能

学会，日本性教育協会，日本家族計画協会，日本思春期学会，日本性感染症学会，性の

健康医学財団，日本心身医学会，AASECT，SSSSその他のセクソロジー関連の学術集会，



研究会及び講演会

③ 論文掲載

日本性科学会発行の「日本性科学会雑誌」については，筆頭者は10単位とする。本学会

認定制度委員会が認めたセクソロジー関係の論文や，著書については，筆頭者は5単位，

共著者はいずれも2単位とする。 

 2）認定更新に必要な取得単位の申請は，自己申告制とし，それを証明するに足る書類を添付

すること。ただし，まとめの用紙は本学会が指定する書式によるものとする。

 3）学術集会及び研修会での演者としての単位の算定には，それを証明するプログラム又は論

文の写しを添付すること。

 4）論文及び著書は，セクソロジーに関わる学術的なものに限る。申請の際にその別刷又は写

しを添付すること。

 8．認定を受けてから認定を更新するまでの所定の期間（認定毎に指示する）に取得単位数が所

定の研修単位数に満たない時は，認定更新の保留を申し出て，所定単位数を満たした時に再

申請することができる。保留期間は2年までとし，保留期間中は認定者の称号を呼称すること

はできない。

　ただし，特別な事情（長期の病気療養や研究のための外国留学など）の場合は，その事情を

記した書類を添付して，保留期間の延長を申請することができる。

 9．ここに掲載された認定更新制に関する事項の改訂は認定制度委員会の議を経て理事会の承

認を要する。

10．平成10年以降に認定を受けたものについては5年ごとに更新を行う。

11．平成9年12月1日までに認定を受けたものについては，平成10年12月より単位登録を開始し，

平成15年8月1日までに所定の単位を修得したものについては第1回目の認定更新を行う。第

2回目からの更新は5年毎に行う。

12．認定更新の事務は，日本性科学会事務局において行う。

更新申請料10,000円，更新登録料10,000円とする。

この規定は平成10年12月1日より施行する。


